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Task ８  

模擬探究ポスターコンテスト 
 ― 模擬探究の最終目標 ― 

 

最終課題 

各班、探究が終了したら、それまでの経緯を与え

られた台紙にポスターの形にしてまとめ、担任に提

出せよ。ただし以下の条件を守ること。 

 

条 件 

□ ポスターは班で 1 枚作製。 

□ ポスター台紙は与えられた用紙を使う 

□ すべて手書き（グラフもタイトルもなん

もかんも） 

□ 台紙に手書きのものを貼り付けてもよい。 

 

 〆切 

□ 〆切は 8 月末に設定。（後日連絡） 

   締め切りまでに提出されない場合は、審査の

対象にならない。 

 

審 査 

ポスターは 9 月に審査し、優秀研究ポスター

には次の賞を与える。 

■ 1 学年最優秀模擬研究ポスター賞 

（ライオン OR シマウマ・ポンポン船・月・テ

ゲバいずれかの研究課題ストラップを班のメ

ンバー全員に進呈） 

■ クラス別優秀賞 

■ 分野別優秀賞 

 

  優秀ポスターはロビーの SSH ブースに展示。 
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【IMR&D】論文の構造 
論文は、Introductionから始まって Discussionま

で頭文字をつないで IMR&D（イムラッド）という

構造になっている。本校のポスターセッションでは

この論文の構造を守ることがルールとなっている。 

【Title】題名 

研究の中身をたったの一

行で表したもの。「えっ？」

と人を引き付けてほしい。 

【Abstract】概要・要旨 

研究の概要を導入から結論

まで簡潔にまとめたもの。

「えっ？そんな結論になっ

たの、発表を聞こう」と思わ

せるものにする。 

【Background】背景 

研究の内容を全く知らない

人に、まず研究の背景となる

基礎知識を述べ、先行研究で

はどのようなことが分かっ

ているのか、またそれはどの

ような意味を持っているの

かを分かりやすく述べる。 

【Purpose】目的 

これまでの研究のどの部

分に疑問を持ち、何を明ら

かにしようとしたのか（仮

説）を述べる。同時にこの

研究の意義や独創性につ

いても触れる。 

【Results】結果 

実験や調査の結果を、分かり

やすいグラフにして、ポスタ

ーを見ている人に伝える。 

【Discussion】考察 

実験や調査の結果と自分が

立てた予想（仮説）との違い

を論理的に述べる。また、そ

の違いがどこから生まれた

かなどの検討を書き込む。 

【Conclusion】結論や 

【Perspective】今後の展望 

等を付け加えることも多い。 

【Methods】方法 

目的に到達するために自

分が考えた方法を述べる。

なぜその方法が適してい

るのか、実験の特長、観測、

実験・調査の手順などにつ

いても述べる。 

【References】 

引用・参考文献 
引用や参考文献の書き方に

はルールがある。配られる資

料を参考にしよう。 

【Introduction】導入 

 

【Name】クラス・名前 

学年・組と班員全員の名前を

書く。 

研究ポスターの全体図（3年先輩の例） 
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Introduction（導入） 

「背景」今回発表する研究分野ではこれまで○

○のようなことが分かっていて、特に

最近の研究では△△のようなことが言

われれている（山田盛男. 2018）。     

「目的」そこで△△のようなことの中に■■と

いった要因が潜んでいるのではと仮説

を立て、それを実験的に明らかにする

ことを目的とした。 

Method（方法） 

実験の方法としては、○○を使っ

て△△のように装置を組み立て、□

□を観測することで◎◎との比較を

することにした。これによって■■

の要因の有無を調べられるのではな

いかと考えた。 

Results（結果） 

実験結果として、次のようなグ

ラフ 1～３が得られた。（誤差がある

場合はそれが分かるようにする） 

※ この M（方法）と R（結果）は

研究によっては繰り返される場

合もある。 

例 この実験結果を受けて、▼

▼の可能性が考えられ、その検

証として方法２を考えた。 

方法２と結果 2 を書く。 

＆ 

Discussion & Conclusion（考察と結論） 

グラフから■■の要因の存在が明

確になったが、（からは■■の要因の

有無は明確にすることはできなかっ

たが）○○の場合、△△の可能性もあ

り今後□□のアプローチで研究を継

続する必要がある。 

 

References（参考文献） 

山田盛男(2018).「△△の研究」.○○出版 

論文の基本構成 IMR&D 
どうやってポスターに？ 
でもどうやってポスターにすればいいの

か、何を書けばいいのか分かりませんよね。

しかし、探究活動の研究の流れは、一般の研

究者たちの研究の流れと全く同じです。そし

て、その研究論文やポスターの構成は、みな

一緒なのです。安心してください。 

研究論文や研究ポスターの全体の構成は、 

背景 → 目的→ 実験・調査 → 結果 

→ 考察・結論 ＋ 謝辞 ＋ 参考文献 

の流れになっています。P37 にも書かれて

ありますね。数研テキスト P72-73 にも書か

れてあります。（教科書の例では、「要旨（アブス

トラクト）」と「参考文献」は省略されています。） 

この背景→目的→実験・調査→結果→考

察・結論の流れは、どんな研究分野において

も骨格は同じです。この流れ（ストーリー）

は英語の頭文字をとって IMR&D（イムラッ

ド）と呼ばれています。 

右の「論文の基本構成 IMR&D」を読んで

ください。これをポスターの形にしていくわ

けです。 

研究成果を伝える３つの方法 

模擬探究の結果が得られたら、その成果を

伝える必要があります。成果の伝え方には、

大きく 3 つの方法があります。 

方法 1 ポスターの形にしてポスターセ

ッションで発表する。 

    ポスターセッションとは？ 

     自分のポスターブースに集ま

ってきた人を相手に、模造紙大

のポスターを使いながら探究の

経緯を伝えます。参加者から質

問に答えたりと相互の交流によ

り自分の研究が人にどう受け止

められるか実感が得られるの

で、広く普及している方法です。 

方法 2 論文としてまとめ、印刷物やネッ

トで閲覧可能な形で公開したり

関係のコンクールに出品する。 

方法 3 パワーポイントやグーグルスラ

イドにまとめ、スライドで拡大

して多くの参加者の前で発表す

る。 
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ポスターコンテスト 

与えられた台紙を使ってポスターを書くルール 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱気球の浮力と形体の研究 
Abstract 
近年の熱気球の競技の複雑化に伴い、熱気球の形状はより細く長くなり…となっている。この実験

では…ということが分かった。これは、今後の熱気球の基…変化をもたらすものと考えられる。 

宮崎西高 1 年 10 組 35 山村 12 阿部 5 浅野 20 銚子 38 吉田 

Background（背景） 
最新の気球の研究では「浮力と形状は顕著な関

係があり、これまでの球体に近い形と、最新の競

技用の気球では浮力の差が 20％程度の違いを生

み出している」（山内 2020）ということが言わ

れている。近年の熱気球の競技の複雑化に伴い、

熱気球の形状はより細く長くなっている。 

Purpose（目的） 
これまで一般に割れている設計方法の中で大き

く欠けている支点は、バーナーの操縦性の問題で

ある。…となっている。このバーナーの操縦性の

問題と形状との関係を実験で突き止め、より総合

的な気球の形態と操縦性の問題を明らかにする

ことを目的とした。 

 

―水滴型気球の浮力変化を探るー 

Results（結果） 
 

Discussion & Conclusion（考察と結論） 

 

まず背景と目的を書き終わった

ら同じ幅の線を引いて区切りま

しょう。 
 

各班には 2 枚のポスター台紙が渡されます。（実験のケースの中に

入っています。）1枚は下書き用です。手書きですので、鉛筆で下書

きした後、サインペンのようなもので清書するのが適していると思

います。また、色鉛筆や絵の具など工夫してベストポスターを目指

してください。 
 

タイトルは必ず書きます。サブ

タイトルは、必要なら書いて下

さい。 
 

アブストラクト（要旨）は研究の全体を

背景から結果までまとめたものです。こ

れは 2 行程度でまとめてください。 
 

Reference(参考文献） 

 

名前は班の全員の

名前と出席番号 
 

結果は分かり易い

グラフにして表し

ましょう。 
 

参考文献の書き方

はテキストで学ん

だとおりに書きま

す。引用も同じで

す。 
 

もちろん考察と結論

は探究活動の最重要

部分です。 
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手書きの文字の大きさ 
模擬探究で与えられるポスターはすべて「手書

き」というのがコンテストの基準になっています。 

今回、君たちに手書きで書いてもらうポスターの

大きさは、54cm×38cm の大きさになっていま

す。この台紙には、右のような字の大きさの基準と

なるマス目が全体に書かれています。 

文字の大きさは、このマス目を基準にしましょ

う。右におよその大きさを示しましたので参考にし

てください。この基準に沿って書くと、P40 のよう

なポスターになり、全体のバランスが取れます。 

先輩のポスターを参考に！ 
流れが分かっても、具体的にどんな表現で書いて

いけばいいのでしょうか。実際に先輩に教えてもら

うことにしましょう。登場してもらうのは、坂本遥

香先輩（46 期生）です。彼女の研究「那須与一は本

当にすごい？」は、九州生徒理科研究発表大会で宮

崎代表になりました。このポスターを例に、どのよ

うに書いていけばいいか理解していきましょう。 

P41～P46 に示しましたので参考にしてくださ

い。 

配布したポスター台紙にはこのような

マス目がつながって描かれてある。 

あ
文字の大きさ 

タイトルは 4 つ分のマス目を使って描

きます。 

副題や名前、背景や目的などは

一つ分のマス目いっぱいを使

って描きます。 

背景 

説明文は、上のように 4マスに 5文字

分を書くような大きさにします。 

最新の研究 
ということ 
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【Abstract アブストラクト（要旨）】研究全体を背景か

ら目的、方法、結果、考察までを大きくまとめたもの。

まず「要旨」を読んでもらい面白い研究だと思ったら、

ひとは真剣にポスターを読んでくれることになる。 

【タイトルと副題】自分の研究内容を一言で表し、これ

までに分かっていないことが見つかったという分かり

やすい表現を考える。タイトルで人の興味をつかみ、副

題でその内容を示すことが多い。 

タイトル（主題）と 

アブストラクト（要旨）

の書き方 
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【背景と目的】導入部分はこの

２つに分けられます。背景で

は、これまでに分かっているこ

とを先人の論文等を紹介しな

がら示しますが、疑問点も必ず

存在します。その疑問を解こう

というのが「探究活動」です。

その新しい問題の予想される

答が「仮説」と言われるもので

す。坂本先輩は、「本当に矢は

的まで飛んだのか」という疑問

を科学的な根拠を持って確認

しようとしました。 

「背景」と「目的」の書き方 
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【方法】坂本先輩は、まず貴重な

鏑矢を傷つけないように、鏑矢の

模型を作ることから探究活動をス

タートさせました。自宅の車の外

に矢をぶら下げ、その傾きから矢

の速度と空気抵抗の関係を既知引

き出そうとしました。また、和弓

の弾性力と伸びの関係を、大がか

りな実験で明らかにしていきまし

た。最後に、空気抵抗のある矢の

軌道を、コンピュータを使ってシ

ミュレーションすることに成功し

たのです。 

「方法」の書き方 
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【結果】結果にはわかりやすい

グラフが３つ示されています。

縦軸と横軸の物理量が何なの

か、単位は何かしっかり書いて

あり、正確な実験をしたことが

うかがえます。ダメな探究活動

は、必ずグラフの縦軸と横軸が

何なのかが全く書いていない

ものが数多くあります。そんな

研究は、まず審査で一発不合格

になります。 

「結果」の書き方 
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【考察と結論】坂本先輩の研究

は意外な結果となりました。筑

波大学の細谷先生らのグルー

プは、和弓のエネルギー伝達率

の研究しており、その論文を先

輩は検討しました。ところが、

そのデータで行くと、那須与一

の弓は、扇の的まで届かないと

いう結論になったのです。悩ん

だ先輩はメンターの先生に相

談しました。話し合う中で、先

行研究のエネルギー伝達効率

は統計上のばらつき（偏差値）

を持っており、那須与一の弓の

技術は、その統計的な幅のちょ

っと上をいっている名人だっ

た可能性が、逆に出てきたので

す。つまり、先輩の研究で逆に

那須与一の弓のすごさを証明

したことになったわけです。一

発逆転の成果でした。 

「考察」「結論」の書き方 
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【参考文献】坂本先輩の参考文献は、実際にはこのポスターに書け

ないほどありました。ポスターには主な２つをのせただけになりま

した。実際の参考文献は以下のようなものです。ここでは参考文献

の書き方を見てください。ルールがあるのです。 

 

１．岩本直樹(2012).「平家物語を科学的に読む―「扇の的」の定量

的研究」香川大学 

２．市古貞次(1994).「平家物語」（新編日本古典文学全集 45・46）

小学館 

３．浜島書店編集部改訂増補版(2019). 国語便覧「常用国語便覧」

株式会社浜島書店 

４．日本武道学会)2020). 武道学研究 「弓道 の発射時 における

弓の反動力について」 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/budo1968/13/2/13_20/_p

df 2020年 1月 11日閲覧 

５．細谷聡 他(1997).「和弓の弦の素材の違いが発射現象に及ぼす

影響」日本機械学会,64,623. 

６．岩本直樹(2021). 平家物語を科学的に読む―「扇の的」の定量

的 研 究 https://kaken.nii.ac.jp/ja/file/KAKENHI-PROJECT-

23650514/23650514seika.pdf 2021年 5月 30日閲覧 

６.  細谷聡(2021).「和弓のエネルギー伝達効率に関する研究―矢

の重さ・把の高さの影響について―」 

ja (jst.go.jp)  2021 年 6月 18日閲覧 

７．和弓 - Wikipedia 

和級における動力学的解析（非線形復元ばね特性と動的挙動）ja 

(jst.go.jp) 2021年 6月 25日閲覧 

８． 細谷聡(2018). 「和弓のエネルギー伝達効率に関する研究」

ja (jst.go.jp) 

９ ．  和 弓 に お け る 弓 間 の 運 動 エ ネ ル ギ ー 算 出 の 試 み

https://www.jstage.jst.go.jp/article/budo1968/25/Supplement

/25_16/_pdf/-char/ja 

2021年 7月 9日閲覧 

「参考文献」の書き方 

【引用の形式の間違い】 

参考文献の書き方に間違いが

ありますね。 

岩本直樹(2012).「平家物語

を科学的に…」.香川大学 

としなければなりません。 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/budo1968/13/2/13_20/_pdf
https://www.jstage.jst.go.jp/article/budo1968/13/2/13_20/_pdf
https://kaken.nii.ac.jp/ja/file/KAKENHI-PROJECT-23650514/23650514seika.pdf
https://kaken.nii.ac.jp/ja/file/KAKENHI-PROJECT-23650514/23650514seika.pdf
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研究成果を伝える３つの方法 

模擬探究の結果が得られたら、その成果を伝える必

要があります。成果の伝え方には、大きく 3 つの方法

があります。 

方法 1 ポスターの形にしてポスターセッション

で発表する。 

    ポスターセッションとは？ 

     自分のポスターブースに集まってきた

人を相手に、模造紙大のポスターを使いな

がら探究の経緯を伝えます。参加者から質

問が出たらそれに答えたりと相互の交流

により自分の研究が人にどう受け止めら

れるか、実感が得られるので、広く普及し

ている方法です。 

方法 2 論文としてまとめ、印刷物やネットで閲覧

可能な形で公開したり、関係のコンクール

に出品する。 

方法 3 パワーポイントやグーグルスライドにま

とめ、スライドで拡大して多くの参加者の

前で発表する。 


